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医療情報の第三者への提供について 

 １ 病院等の医療機関では、患者の診療と並行して、

診療情報等を利用して医療分野の研究を行うこと

があり、その利用や学会での発表等に際して、本

人の同意の取得の要否が問題になります。 

   以下では、「個人情報の保護に関する法律」を

「法」といい、「医療・介護関係事業者における個

人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」を「ガ

イダンス」といいます。 

２ 診療録等の診療記録や介護関係記録に記載され

た病歴、診療や調剤の過程で患者の身体状況・病

状・治療等について医療従事者が知り得た診療情

報や調剤情報、健康診断の結果及び保健指導の内

容、障害（身体障害、知的障害、精神障害等）の事

実、犯罪により害を被った事実等については、個

人情報の中でも、「要配慮個人情報」（法２条３項）

に当たります（ガイダンス p.10～p.11）。 

   要配慮個人情報は、「オプトアウト」方式によっ

て第三者に提供することができません（法２７条

２項但書）。オプトアウトとは、あらかじめ第三者

に提供する個人データの項目等の一定の事項を本

人に通知し又は本人が容易に知りうる状態にし

て、個人情報委員会に届出をし、本人の求めがあ

れば個人データの第三者への提供が停止されると

いうものであり、本人の同意を得ずに個人データ

の第三者への提供を可能にする方式です。 

要配慮個人情報である医療情報を第三者に提供

するときには、オプトアウト方式を採れず、基本

的に本人の同意を得る必要があります。 

３ もっとも、医療情報に係る個人データの提供先

が「学術研究機関等」（大学その他の学術研究を目

的とする機関もしくは団体又はそれらに属する 

 者）（法１６条８項）である場合であって、当該個人

データを「学術研究目的」で取り扱う必要があると

き（当該個人データを取り扱う目的の一部が学術研

究目的である場合を含み、個人の権利利益を不当に

侵害するおそれがある場合を除く。）には、本人の同

意を得ずに、個人データを第三者に提供することが

できます（法１８条３項６号、法２７条１項７号）。 

  学術研究機関等には、「学会」や「学会の会員等」

も含まれるとされています（ガイダンス p.22）。 

４ また、臨床症例を他の医療機関等に提供し、当該

他の医療機関等における観察研究や医療技術の向上

のために利用する等の「公衆衛生の向上のために特

に必要がある場合」であって、「本人の同意を得るこ

とが困難であるとき」には、本人の同意を得ずに、

個人データを第三者に提供することができます（法

１８条３項３号、法２７条１項３号、「個人情報の保

護に関する法律についてのガイドライン」に関する

Q＆A ７－２４）。 

５ さらに、「匿名加工情報」は、「個人情報」（法２条

１項）に当たらないため、本人の同意を得ずに、第

三者に提供することができます。 

  匿名加工情報とは、規則で定める基準に従い、個

人情報に含まれる記述等の全部又は一部、個人識別

符号の全部、個人情報と連結している符号（ID 等）

及び特異な記述等を削除し、特定の個人を識別する

ことができないように加工して得られる個人に関す

る情報であって、当該個人情報を復元することがで

きないようにしたものです（法２条６項、法４３条

１項、規則３４条各号）。 

  匿名加工情報を作成したときや第三者に提供する

ときは、インターネット等で一定の事項を公表する

等の義務があります（法４３条３項・４項）。 
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